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１．はじめに 

 人工知能（AI）は，世界を根本的に変え，子

どもたちに影響を与えている．子どもたちは既

に多様な場面において AI テクノロジーとコミ

ュニケーションしており，それらはスマート玩

具，ビデオゲーム，チャットボット等に内包さ

れている． 

しかしその一方で，AI はプライバシー，安全

性，セキュリティなどのリスクも子どもたちに

もたらしている．例えば，AI が特定の子どもた

ちだけに有利／不利な情報提供をしてしまうと

いうアルゴリズム・バイアスや，AI 玩具を悪用

したハッキングやセキュリティの問題が生じる

恐れを拭えない． 

 このような，AI 環境下での子どもたちの新

たな ICT リスクに対して，彼らの AI から得ら

れる幸福を確保した上での的確な保護を講じる

ための子どもを中心主義とした AI 倫理ガイド

ラインの策定が必要となるであろ． 

今日，AI 利用から生ずる問題に対処するため

に，国際政策機関，政府，学術界，業界団体，

企業等が，その開発・運用ガイドラインを設定

し て い る ． 例 え ば ， 経 済 協 力開発機構

（OECD）の「AI に関する OECD 原則（OECD 

Principles on Artificial Intelligence）」や IEEE の

“Ethically Aligned Design”では，人間の幸福や

人権の尊重が言及されている[1] [2]．総務省に

おいても，「AI 活用ガイドライン」を策定して

おり，AI を開発・利用する事業者が，人間中心

の AI 社会原則を踏まえた事業活動をするため

のガイドラインが定められている[3]． 

 

２．先行研究 

 AI の開発・運用ガイドラインに関する先行研

究を見てみると， IEE は， 2016 年に Global 

Initiative on Ethics of Autonomous and Intelligent 

Systems を立ち上げ，倫理的に整合した AI の設

計原則を公開している [2]．The Future of Life 

Institute（FLI）によって提案された Asilomar AI 

原則では，安全で社会的にとって有益な AI 開

発を行うための一連の研究，倫理，および価値

について言及がなされている[4]．これらの取組

は，専門家，実務家，市民をグローバルに集め，

AI の説明可能性などの概念の共通理解を構築す

ることを目指している．この様に，さまざまな

利害関係者が，人間の価値観と権利を含むガイ

ドラインを作成しており，それらには非差別，

意識と管理，データへのアクセス，プライバシ

ーと管理，安全とセキュリティ，スキル，透明

性と説明可能性，アカウンタビリティ等が含ま

れている． 

しかし，現存するガイドラインは主に成人を

対象としており，子どもたちを対象とした検討

は十分に行われてきていない．その様な状況の

中 ， UNICEF は “ Policy guidance on AI for 

children”という報告書を公表し，AI によって

もたらされる子どもへの機会とリスクに対処す

るための政策的方向性を示している[5]．しかし，

本報告書では，ガイドラインとしての利害関係

者に対する具体的な取組は示されていない． 

そこで，本稿では，子どもの利用を前提とし

た AI の作用が子どもに影響を及ぼすであろう

事象を踏まえた AI の開発・運用ガイドライン

の方向性について検討する． 

 

３．研究コンセプト 

子どもへの AI の影響を踏まえた開発・運用

を考えるために，類似の政策課題に対する先行

的な取組を概観する．OECD では，“Council 

Recommendation on the Protection of Children 

Online”を策定し，インターネット利用者として

の子どもの保護に関する政策的方向性を国際社

会に示している．また，欧州評議会では，
“Recommendation CM/Rec(2018)7 of the Committee 

of Ministers to member States on Guidelines to 

respect, protect and fulfil the rights of the child in the 

digital environment”を策定し，子どものインター

ネットを利用する権利，インターネットを介し

て自己表現し，参加する権利を尊重した上での

保護の必要性について言及しており，その政策

の方向性を欧州諸国の加盟国に示している． 

これらの勧告の根底となっている政策理念は，

国際連合の「子どもの権利条約（Convention on 

the Rights of the Child）」に基づいている [6]．こ

の条約は，子どもを取り巻く多様な環境におい

て，彼らの幸福・権利・保護の必要性を規定し
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ており，それは AI の利用環境においても求め

られるものである． 

そこで，本稿では国連の子どもの権利条約の

条約文を基にして，子どもを中心に据えた AI

倫理ガイドラインに求められる要件を検討する． 

 

４．国連子どもの権利条約を基にした AI 倫理ガ

イドラインに求められる要件 

 国際連合の子どもの権利条約は，大別して

「生きる権利」，「育つ権利」，「守られる権

利」，「参加する権利」から構成されている．

子どもたちの AI への関与の観点からこれらの

権利との関係を考えると，子どもを中心に据え

た AI 倫理ガイドラインに求められる権利の構

成要素として「AI社会で生きる権利」，「AIを

利用する権利」，「AI のリスクから守られる権

利」，「AI に参加する権利」に置き換えること

ができよう． 

 AI社会で生きる権利では，AIの利用が前提と

なる社会において，すべての子どもの命が守ら

れることことが求められる．関連条約文として

は，第 6 条：生命，生存，発達に必要な資源に対

する権利が該当しよう． 

 AIを利用する権利では，AIによって，あらゆ

る年齢の子どもの教育，医療，遊びの権利を支

援することが求められる．関連条約文としては，
8 条：名前，アイデンティティ，国籍，家族関係，

17 条：情報にアクセスし，社会的，精神的および

道徳的幸福と身体的および精神的健康が促進される

権利，28 条：教育を受ける権利，29 条：ヘルスケ

アサービスにアクセスできる権利，30 条：少数民

族，宗教，言語の少数民族に属する子ども，または

先住民族の子どもの自分の文化，宗教，言語を楽し

む権利，31 条：休息，遊び，レクリエーション，

余暇を楽しむ権利，39 条：ネグレクト，搾取，虐

待の被害者の身体的および精神的回復と社会復帰の

支援を受ける権利等が該当しよう． 

AI のリスクから守られる権利では，子どもは

AI システムによる差別，搾取，攻撃から積極的

に保護され，安全が確保されることが求められ

る．関連条約文としては，2 条：あらゆる種類の

差別から守られる権利，16 条：プライバシー，家

族，または通信に対する恣意的または違法な干渉，

または彼または名誉と評判に対する違法な攻撃から

守られる権利，17 条：有害な情報から守られる権

利，19 条：性的虐待を含む，あらゆる形態の身体

的または精神的暴力，傷害または虐待，ネグレクト

から守られる権利，34 条：性的搾取および性的虐

待から守られる権利，35 条：人身売買から守られ

る権利，36 条：搾取等によって，子どもの福祉が

侵害されないこと，37 条：拷問や非人道的な罰か

ら守られる権利等が該当しよう． 

AI に参加する権利では，子どもたちには，AI

から機会とチャンスが平等に与えられなければなら

ないことが指摘されている．関連条約文としては，
12 条：子どもに影響を与えるすべての事柄につい

て相談を受ける権利，13 条：表現の自由の権利，

14 条：思想の自由の権利，15 条：結社の自由と平

和的な集会に参加する権利，17 条：情報にアクセ

スする権利，31 条：文化的生活や芸術に自由に参

加する権利等が該当しよう． 

 

５．考察とまとめ 

 以上の様に，本稿では国際連合の子どもの権

利条約を基に，AI 社会における子どもと AI と

の関係を彼らの権利の観点から考え，AI の開

発・運用ガイドラインに求められる要件を検討

した．その結果，子どもたちが AI 社会で生き

る権利，AIを利用する権利，AIのリスクから守

られる権利，AI に参加する権利主要な構成要素

となると考えられる．現存のガイドラインでは

対応できていない子ども特有の課題として，未

発達段階の弱者に対する配慮と支援の方策を織

り込む必要があると考えられる． 
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